
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 57,329 99.9% 409,136 100.0% 63,105 100.9% 62,374 100.1% 65,002 100.6%

処理羽数 53,979 101.5% 391,933 100.3% 55,050 101.5% 55,114 101.6% 58,745 102.1%

(2) 処理重量 159.5 101.8% 1,173.7 100.7% 159.8 102.1% 160.0 101.5% 173.1 102.4%
※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

(1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

48.7 47.2 103.3 36.7 33.5 109.4 85.4 80.7 105.8 57.0 43.0

46.1 46.5 99.1 38.9 33.1 117.6 85.0 79.6 106.8 54.2 45.8

50.2 45.1 111.3 44.0 37.0 119.1 94.3 82.1 114.8 53.3 46.7

(2) 40.8 49.3 82.7 42.6 39.0 109.4 83.4 88.2 94.5 48.9 51.1

300.7 328.3 91.6 266.4 233.2 114.2 567.0 561.5 101.0 53.0 47.0

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

(1) 消費動向（2人以上の世帯） 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H23年 642 264 906

1,316 1,331 98.9 1,287 1,253 102.7 H24年 563 189 752

1,279 1,326 96.5 1,232 1,154 106.8 H25年 583 246 829
(1) 1,209 1,187 101.9 1,184 1,123 105.4 H26年 626 294 920

1,319 1,340 98.4 1,264 1,261 100.2 H27年 639 336 975

※参考資料：総務省統計局HP H28年 621 255 876

在庫状況 単位：千トン、％

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

(1) 23.1 23.2 99.6 112.7 133.3 84.5 135.8 156.4 86.8

25.2 24.7 102.0 110.6 131.6 84.0 135.8 156.3 86.9

25.9 23.4 110.9 116.5 139.5 83.5 142.4 162.9 87.4

2．見通し (1) 26.9 26.4 101.7 124.1 141.4 87.8 151.0 167.9 90.0

※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

(2) 相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

(1) 645 613 105.2 337 248 135.9 982 861 114.1

627 601 104.3 338 240 140.8 965 841 114.7

587 594 98.8 328 239 137.2 915 833 109.8

563 587 95.9 323 240 134.6 886 827 107.1

(1) (570) 591 96.4 (325) 247 131.6 (895) 838 106.8 ※（）は見通し

(585) 623 93.9 (325) 264 123.1 (910) 887 102.6

640 616 103.9 313 252 124.2 953 868 109.8

相
　
　
場

8月の相場は、もも肉563円/ｋｇ（前月比24円下げ）・むね肉323円/ｋｇ（前月比5円下げ）、正肉
合計886円/ｋｇ（前月比29円下げ）となった。今年は天候不順で地域によりバラつきがあったが
相対的にもも肉は、猛暑による消費減退を受け相場も下げ基調、むね肉は旺盛な需要に支え
られ、前月比若干の下げとなったものの前年比83円高と相変わらず高原相場が継続している。

在
　
　
庫

１．8月動向

２．9月見通

１．29年6月 平成29年6月の推定期末在庫数量について、国産は生育好調による生産量増加で前月比・
前年比とも上回り、輸入品においては、輸入量に対し出回り量の減少で前月より上回ったが、
合計では前年比90％の151千トンと報告された。

H29年8月

１．国内

２．輸入

むね肉の需要は、生鮮品での量販店向けが好調のため、凍結品はいまだにタイト感が継続し
ている。またタイ産むね肉が供給の不安定感が再熱してきており、今後しばらく加工向けむね
肉の集荷については苦慮すると予測する。

３．業務・
　　加工筋

日本チェーンストア協会によると7月の総販売額は前年並み、食料品全体は前年比99.5％と下
回った。畜産品は同101.1％と、畜種全般に動きは良いと報告され、不調の農産品・水産品か
らの需要シフトとの指摘もある。7月は気温の上昇でｽﾃｰｷや焼肉用等輸入牛肉を中心に好
調、豚肉も冷シャブ用を訴求して好調とされ、鶏肉については好不調の判断が分かれていると
されているが、一部肩肉（小肉）の焼肉等は品薄との報告もあった。

(1)

総務省家計調査による平成29年7月の全国一世帯当たりの鶏肉消費（購入）量は、前年比
101.9％の1,209㌘、購入金額は前年比105.4％の1,184円でともに前年を上回った。節約志向
で食料支出が12か月連続実質マイナスが続くなか肉類の購入金額は7月も実質1.1％プラスと
堅調に推移している。そのなか鶏肉は国産志向の高まりで購入単価が上昇し、肉類での購入
金額の伸びが一番高くなった。またやきとりの購入金額も前年比104％の232円と好調との報告
がされており、調整品の輸入数量の伸びを裏付けるかたちとなった。

(1)

１．家計消費

２．量販・卸

Ｈ29年7月

生産・処理動向調査（（一社）日本食鳥協会8月下旬取り纏め）によると、平成29年7月推計実
績は、処理羽数が53,979千羽で前年比101.5％、処理重量も159.5千トンで同101.8％とともに
前年を上回った。平均気温は全国的に平年を上回ったが、中部地区を除き処理羽数・処理重
量とも前年を上回った。一部では熱死や大腸菌等の発生もあったが、全体的には廃棄合計が
3.35％と前年より0.23％減少した分数量も伸びたかたちとなった。内訳は禁止0.17％（前年差
変わらず）、全部廃棄0.94％（同0.11％減少）、一部廃棄2.24％（同0.12％減少）。

8-10月の生産は入雛羽数・処理羽数・処理重量とも全て前年を上回ると計画されている。需要
期に向けて生産量は前年を上回って推移するとされているが、8月中旬以降西日本中心（特に
九州地区）に猛暑の影響で計画体重を下回る産地がでており、8月の処理重量が下方修正さ
れる可能性が高く、また9月以降の生産状況への影響も懸念されている。

輸入品在庫は輸入数量が前年同月比で下回ったものの、今後も増加傾向であること等から、
最需要期を踏まえ増加が予測される。特にハイレベルで輸入される調製品（フライドチキン等）
の動向次第では、さらに積み増しも予想される展開となった。

国産在庫は、生鮮での堅調な需要は維持しているが、7月については生産が良好なことから供
給量も増加し、年末等に向けた在庫の積み増し含め若干の増加が見込まれる。8月以降につ
いては、西日本地区の生育不良等の影響もあり、在庫積み増しが難しい状況も考えられる。

項　目 内　　　容

H29年3月

H29年4月

履歴

Ｈ29年6月

供
　
　
　
　
　
給

需
　
　
　
要

財務省8月29日発表の貿易統計によると7月の鶏肉（原料肉）輸入量は40.8千㌧で前年比
82.7％と大きく下回った。主な国別ではブラジル26.1千㌧（前年比71.3％）、タイ11.3千㌧（同
116.9％）、アメリカ2.0千㌧（同80.1％）でブラジルが大幅に下回った。ブラジルからの輸入価格
が昨年比30%以上高く、国内でのブラジル産鶏肉の荷動きが低調のため成約が遅れたとの報
告もあるが、オファー価格の下げで8月以降輸入量は回復すると考えられている。タイからは、
加工原料のむねやむねの切り身の数量が伸びているようだ。

鶏肉調整品7月の輸入量は42.6千㌧と前年比で109.4％と上回り、過去最高水準を記録した前
月よりは減少したが多い状況は続いている。やきとり、フライドチキンに加えサラダチキンが量
販店・コンビニ等で販売拡大しているのが、大きな要因と考えられる。1-7月の累計でも中国・タ
イからの輸入量は前年を10％以上上回っていて、特に中国の回復が顕著である。

2017年9月5日

実　　　績

履歴

金額
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数量

Ｈ29年合計

Ｈ29年5月

品名

H29推計合計Ｈ29年7月推計実績 29年8月計画 29年9月計画 29年10月計画

Ｈ29年4月

履歴

H29年9月もも肉の8月最終相場は552円と月初めの575円から23円下げとなった。9月は学校給食等再開
されるが天候の不安定感もあり需要があまり回復せず前半は560円を挟んだ展開、後半は連
休等による需要増もあり580円程度で、月間では570円と予想する。むね肉については8月最終
相場323円で月初めの325円から2円下がったもの依然320円台を維持しており、この傾向は9
月も持続し320円から330円の保合いと予想する。

合計

Ｈ29年5月

Ｈ29年6月

Ｈ29年平均

輸入品

Ｈ29年7月

国産

H29年平均
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H29年7月


